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く
超
え
た
。
23
区
か
ら
の

発
熱
者
に
も
対
応
し
、
年

間
で
は
８
万
６
０
０
０
人

超
を
検
査
し
た
。

　

明
け
て
も
暮
れ
て
も
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い

の
中
で
、
同
病
院
は
同
じ

北
多
摩
西
部
２
次
保
健
医

療
圏
に
あ
る
他
の
病
院
と

毎
週
の
よ
う
に
情
報
交
換

会
を
行
い
、
共
有
し
た
情

報
を
パ
ソ
コ
ン
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
、
医
療
の

　

渡
部
氏
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

の
経
験
か
ら
、
地
域
医
療

機
関
の
情
報
共
有
の
大
切

さ
を
訴
え
た
。

　

東
京
西
徳
洲
会
病
院
で

は
２
０
２
０
年
９
月
に
発

熱
外
来
棟
を
設
置
。
抗
体

検
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
発
熱
患
者
の
対
応
に

当
た
っ
た
。
検
査
は
22
年

の
第
７
波
の
ピ
ー
ク
時
に

は
１
日
５
０
０
人
を
大
き

ガ
ン
ダ
、
セ
ネ
ガ
ル
な
ど

と
覚
書
を
交
わ
し
た
。
タ

ン
ザ
ニ
ア
で
は
18
年
３
月

に
腎
移
植
が
ス
タ
ー
ト

し
、 

症
例
を
重
ね
て
い
る

と
し
た
。
覚
書
は
現
在
、

28
カ
国
に
及
ぶ
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
徳
洲
会
グ

ル
ー
プ
の
75
の
病
院
で

は
、
国
際
的
な
医
療
機
能

評
価
の
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
証
取
得

と
更
新
を
積
極
的
に
進

め
、
こ
れ
ま
で
東
京
西
を

は
じ
め
湘
南
鎌
倉
、
葉
山

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
札

幌
東
、
南
部
、
湘
南
藤

沢
、
中
部
、
岸
和
田
、
福

岡
、
千
葉
西
、
八
尾
の
11

部
２
次
保
健
医
療
圏

に
あ
る
西
東
京
市

は
、
徳
洲
会
武
蔵
野

病
院
を
含
め
５
つ
の

病
院
が
あ
る
激
戦
区

で
、
人
口
は
あ
ま
り

減
少
せ
ず
、
高
齢
化

が
進
み
、
循
環
器
系

や
糖
尿
病
患
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
と

指
摘
。
こ
の
中
で
武

蔵
野
病
院
は
、
か
か

り
つ
け
病
院
と
し
て

病
院
が
取
得
し
た
こ
と
を

紹
介
。「
医
療
の
質
と
患

者
の
安
全
の
継
続
的
な
改

善
」
に
前
向
き
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
徳
田
哲
学

の「
生
命
だ
け
は
平
等
だ
」

を
世
界
で
理
解
し
て
も
ら

う
機
会
に
な
っ
て
い
る
と

し
た
。

　

桶
川
氏
は
、
北
多
摩
北

と
し
た
。

　

ま
た
、
徳
洲
会
グ
ル
ー

プ
に
は
圏
央
道
沿
い
に
複

数
の
病
院
が
あ
り
、
25
年

に
圏
央
道
が
全
線
開
通
す

れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

よ
り
強
固
に
な
り
、
大
き

な
取
り
組
み
も
可
能
に
な

る
と
の
展
望
を
示
し
た
。

　
「
世
界
２
０
０
カ
国
に

病
院
を
建
設
す
る
」
と
し

た
徳
田
初
代
理
事
長
は

03
年 

、「
ア
フ
リ
カ
に
お

し
、
全
国
各
地
で
信
頼
と

実
績
を
重
ね
て
い
る
。

　

北
多
摩
西
部
２
次
保
健

医
療
圏
に
は
約
65
万
人
が

暮
ら
し
、
半
径
10
㌔
圏
内

で
は
１
６
０
万
人
に
の
ぼ

る
。
今
後
も
医
療
の
需
要

は
減
ら
ず
、
増
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
不
足
す
る

病
床
を
確
保
し
、
救
急
医

療
な
ど
の
体
制
を
し
っ
か

り
整
え
、
全
て
の
人
に
加

療
で
き
る
病
院
を
目
指
す

け
る
医
療
外
交
、

技
術
移
転
、
医

療
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
」 

に
つ
い
て

語
り
、m

edical 

diplom
acy 

（
医

療
外
交
） 
の
重
要

性
を
指
摘
。同
年
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ウ

し
、
救
命
救
急
、
予
防
・

慢
性
、
先
進
な
ど
の
各
医

療
分
野
で
、
住
民
の
要
望

に
応
え
る
医
療
を
実
践

効
率
化
を
図
っ
た
。
後
方

病
院
と
連
携
で
き
た
こ
と

が
効
果
的
だ
っ
た
と
し
、

今
後
は
よ
り
多
く
の
病
院

と
の
連
携
を
進
め
た
い
と

振
り
返
っ
た
。

　

徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
は
創

設
者
の
徳
田
虎
雄
初
代
理

事
長
の
「
生
命
だ
け
は
平

等
だ
」
の
哲
学
の
下
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
が
最
善
の
医
療
を
受

け
ら
れ
る
社
会
を
目
指

　

東
京
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
『
つ
な
が
る
地
域
医
療
で
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
医
療
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
４
月
26
日
、
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川
で
あ
っ
た
。
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
の
東
京
西
徳
洲
会
病
院

名
誉
院
長
の
渡
部
和
巨
氏
と
武
蔵
野
徳
洲
会
病
院
院
長
の
桶
川
隆
嗣
氏
が
講
師
を
務
め
、
高
齢
化
が
加
速
す

る
中
、
地
域
医
療
機
関
の
連
携
と
情
報
共
有
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
し
、
高
度
医
療
の
提
供
、
医

療
の
質
の
向
上
、
地
域
完
結
型
医
療
の
実
現
を
進
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。
医
療
・
福
祉
関
係
を
中

心
に
行
政
や
一
般
企
業
な
ど
約
70
社
、
１
０
０
人
ほ
ど
が
傾
聴
し
た
。
つ
な
が
る
医
療
と
福
祉
実
行
委
員
会

（
東
京
徳
友
会
・
健
康
友
の
会
・
一
社
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
）
が
主
催
し
、
一
般
社
団
法
人
徳
洲
会

東
京
本
部
が
共
催
。
東
京
都
な
ど
が
後
援
し
た=

後
援
団
体
は
文
末
に
掲
載
。

地
域
医
療
機
関
の
連
携
、
情
報
共
有
大
切

『つながる地域医療ですべ
ての人に健康と福祉を』

東京西徳洲会病院名誉院長の渡部和巨氏

武蔵野徳洲会病院院長の桶川隆嗣氏

約 70 社、100 人ほどが傾聴

急
性
期
医
療
を
担
う
ほ

か
、治
療
後
も
在
宅
診
療
、

訪
問
看
護
を
行
い
、
子
育

て
支
援
か
ら
人
生
の
終
末

期
支
援
ま
で
、
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
総

「
生
命
だ
け
は
平
等
だ
」
掲
げ
る
徳
洲
会
の
２
病
院
長
が
講
演

立川警察署の野口寛之生活安全課長
が「特殊詐欺の被害状況」を語る

樋口昭久実行委員長（右）と一社
徳洲会の石川一郎本部長

医療フォーラム開く

（
２
面
に
続
く
）

合
的
な
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
て
い
く
と
し
た
。
ま

た
、
西
東
京
市
は
も
ち
ろ

ん
隣
接
市
の
病
院
、
医
師

会
と
の
医
療
連
携
を
進

め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
一
翼
を
担
い
た
い

と
し
た
。

　

医
療
の
質
の
大
切
さ
に

も
言
及
。
感
染
を
し
っ
か

り
管
理
す
る
な
ど
患
者
の

安
全
確
保
は
も
と
よ
り
、

健
康
リ
ス
ク
を
除
去
で
き

る
よ
う
ゲ
ノ
ム
医
療
を
含

め
た
健
診
の
提
供
を
進
め

る
と
し
た
。

　

年
間
３
０
０
０
件
以
上

受
け
入
れ
て
い
る
救
急
搬
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送
は
今
後
、４
０
０
０
件
、

５
０
０
０
件
を
こ
な
す
ほ

か
、
国
産
手
術
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
「hinotori

」
を
東

日
本
で
い
ち
早
く
導
入
す

る
な
ど
必
要
な
新
し
い
機

器
を
揃
え
、
最
先
端
の
医

療
の
提
供
を
目
指
す
と
し

た
。
こ
の
ほ
か
ス
マ
フ
ォ

を
使
っ
た
問
診
表
の
記
入

な
ど
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
、
待

ち
時
間
の
短
縮
な
ど
に
つ

な
げ
る
と
し
た
。

　

正
し
い
医
療
、
正
し
い

姿
勢
の
医
療
現
場
に
は
人

も
集
ま
り
、
運
営
も
上
手

く
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
努

力
で
未
来
は
決
ま
る
も

の
。「
武
蔵
野
病
院
な
ら

最
後
ま
で
診
て
も
ら
え

る
」
と
地
域
住
民
に
慕
わ

れ
る
病
院
を
目
指
し
た
い

と
締
め
く
く
っ
た
。

　

医
療
講
演
に
先
立
ち
、

警
視
庁
立
川
警
察
署
の
野

口
寛
之
生
活
安
全
課
長

が
「
特
殊
詐
欺
の
被
害
状

況
」
を
語
っ
た
。
特
殊
詐

欺
は
コ
ロ
ナ
後
に
増
加
傾

向
に
転
じ
る
可
能
性
が

あ
る
。
立
川
署
内
で
は

２
０
２
２
年
に
70
件
、
計

１
億
３
０
０
０
万
円
の
被

害
が
出
た
。
ほ
と
ん
ど
が

オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
で
、
被

害
者
の
大
半
は
後
期
高
齢

者
だ
っ
た
。
地
域
社
会
が

一
丸
と
な
っ
て
詐
欺
犯
罪

に
厳
し
い
目
を
向
け
て
ほ

し
い
と
訴
え
た
。

　

開
会
で
樋
口
昭
久
実
行

委
員
長
（
一
社
バ
リ
ュ
ー

ア
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理

事
）
は
「
多
摩
地
域
に
と

っ
て
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
域
医
療
と
福
祉

の
連
携
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
お
り
、
対
応

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通

じ
て
、
地
域
医
療
の
課
題

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

多
摩
地
域
が
抱
え
る
特
有

の
問
題
に
対
処
す
る
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

皆
さ
ま
と
共
有
し
、
課
題

解
決
へ
向
け
た
意
見
交
換

や
具
体
的
な
取
り
組
み
を

進
め
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

一
社
徳
洲
会
の
石
川
一
郎

本
部
長
は
「
徳
洲
会
の
理

念
・
哲
学
で
あ
る
生
命
だ

け
は
平
等
だ
、い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
最

善
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
は
、
行
政
、

企
業
、
地
域
社
会
、
医
療

な
ど
の
各
分
野
が
連
携
し

て
築
い
て
い
く
も
の
。
徳

洲
会
は
医
療
の
面
で
貢
献

し
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

※
後
援
団
体
は
東
京
都

の
ほ
か
次
の
通
り
。
立
川

市
・
昭
島
市
・
西
東
京
市
・

立
川
警
察
署
・
昭
島
警
察

署
・
田
無
警
察
署
・
立
川

商
工
会
議
所
・
立
川
法
人

会
・
東
村
山
法
人
会
・
青

梅
法
人
会

　
「
生
活
に

直
結
す
る
、

管
理
栄
養
士

の
資
格
を
生

か
せ
る
、
子

育
て
し
や
す

い
」。
今
年

４
月
か
ら
生

ま
れ
育
っ
た

あ
き
る
野
市
で
就
農
し
た

佐
藤
睦
美
さ
ん
（
39
）
が

農
業
の
道
を
選
ん
だ
理
由

だ
。

　

２
歳
に
な
っ
た
長
女
を

保
育
園
に
預
け
、
働
き
始

め
た
の
が
６
年
前
。
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
の
難
し

さ
を
感
じ
た
。
時
間
の
融

通
が
利
く
仕
事
は
な
い
か

と
、
思
い
を
巡
ら
し
た
。

自
宅
の
あ
る
同
市
山
田
周

辺
に
は
畑
が
広
が
る
。
生

ロ
コ
シ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ゴ

ボ
ウ
を
育
て
る
。
初
出
荷

は
５
月
下
旬
を
見
込
み
、

地
元
の
五
日
市
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
セ
ン
タ
ー
あ
い
な?

で
販
売
す
る
。

　

た
だ
、
作
物
の
様
子
を

見
て
正
し
い
判
断
で
き
て

い
る
の
か
な
ど
、
取
り
組

み
始
め
て
分
か
っ
た
難
し

さ
も
あ
る
。
頭
を
ひ
ね
る

よ
う
な
と
き
は
、
Ｊ
Ａ
営

農
相
談
室
、
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
、
東
京
農
業

ア
カ
デ
ミ
ー
、
そ
し
て
周

囲
の
農
家
の
人
た
ち
に
助

け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
小
学
２
年
生

に
な
っ
た
長
女
を
学
校
に

送
り
出
し
、
学
童
保
育
か

ら
迎
え
る
ま
で
の
午
前
午

後
、
３
時
間
ほ
ど
の
農
作

将
来
は
食
育
や
加
工
販
売
も

業
は
、
夫
の
直
寛
さ
ん

（
48
）
の
協
力
も
あ
り
、

楽
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

　

育
て
る
野
菜
は
そ
の
ま

ま
食
べ
ら
れ
る
も
の
や
レ

ン
ジ
で
調
理
し
や
す
い
も

の
を
増
や
し
た
い
と
い

う
。「
調
理
に
手
間
が
か

か
ら
な
い
こ
と
は
主
婦
に

と
っ
て
大
切
。
ト
マ
ト
の

種
類
を
増
や
し
、
大
き
な

タ
マ
ネ
ギ
に
も
挑
戦
し
た

い
」
と
話
す
。

　
「
農
業
は
家
族
の
協
力

さ
え
あ
れ
ば
、
子
育
て
中

の
女
性
の
働
く
場
所
と
し

て
最
適
。
農
業
仲
間
を
増

や
し
た
い
し
、
子
ど
も
た

ち
の
食
育
に
も
つ
な
げ
た

い
。
管
理
栄
養
士
な
の
で

加
工
販
売
も
や
っ
て
み
た

い
」。
佐
藤
さ
ん
の
希
望

は
広
が
る
ば
か
り
だ
。

　
　
　
　

■

　

就
農
希
望
者
の
相
談
窓

口
と
な
る
都
農
林
水
産

振
興
財
団
と
東
京
都
農

業
会
議
に
よ
る
と
、
就

農
の
相
談
件
数
は
こ
こ

数
年
、
増
加
傾
向
に
あ

り
、
２
０
１
６
年
度
は
89

件
だ
っ
た
が
、
21
年
度
は

３
９
８
件
に
達
し
た
。
背

景
に
つ
い
て
業
界
関
係
者

は
、
農
地
の
貸
し
借
り
を

進
め
る
新
制
度
や
、
女
性

を
含
め
農
業
を
求
め
る
若

者
や
子
育
て
世
代
の
人
た

ち
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を

指
摘
す
る
。

活
に
つ
な
が
る
農
業
な
ら

子
育
て
と
の
両
立
が
で

き
、
食
に
か
か
わ
る
仕
事

を
続
け
ら
れ
る
と
思
っ

た
。

　
「
農
業
を
し
た
い
」
と

相
談
し
た
市
役
所
か
ら
東

京
農
業
会
議
の
存
在
を
知

り
、
紹
介
さ
れ
た
の
が
東

京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
。
２

期
生
と
し
て
八
王
子
研
修

農
場
に
２
年
間
通
い
、
栽

培
の
ほ
か
、
ト
ラ
ク
タ
ー

や
耕
運
機
な
ど
の
取
り
扱

い
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
農

業
ハ
ウ
ス
の
組
み
立
て
な

ど
を
み
っ
ち
り
学
ん
だ
。

　

ス
タ
ー
ト
は
借
り
受
け

た
１
・
４
㌃
の
栽
培
ハ
ウ

ス
４
棟
と
30
㌃
の
畑
。「
プ

チ
ぷ
よ
」
と
い
う
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
中
心
に
、
ト
ウ
モ

新規就農者は子育て世代の主婦
５月下旬にミニトマト初出荷
　佐藤睦美さん　あきる野市

出荷に向けハウスで育つミニトマトと佐藤さん

秋川駅

五日市街道

●あきる野とうきゅう

■←
ココ（5階建ビル）
●西武信金

秋川駅徒歩1分

初診料 3,000円
治療費 3,500円

（学生2,500円）

あきる野市秋川1-1-13ＡＢＣビル3階

０４２（５５０）５５９１　完全予約診療（当日予約も可） 土日も診療

秋川駅北口

坐骨神経痛＝お尻から足にかけて痛み、
シビレで歩くことが困難な方

あ
き
る
野
市
出
身
の
演
歌
歌
手
、

三
田
り
ょ
う
さ
ん
に
と
っ
て

ス
テ
ー
ジ
や
ロ
ケ
番
組
の
収
録
の
際
、

足
腰
の
痛
み
な
ど
は
禁
物
。

太
田
ハ
リ
灸
治
療
院
で

万
全
な
身
体
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

どこに行っても治らなかった方へ(3密対策を徹底)

この広告で
来院した方は

初診料
無料

坐骨神経痛、ヘルニア（腰、頚椎）、脊椎
管狭さく、五十肩、ひざ関節症、肩こり、
エルボ（テニス・ゴルフ）、湿疹、スポー
ツ障害など

43年の実績

太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院太田ハリ灸治療院
（エアドック設置）

治療費23年据え置き

治療にあたる太田院長

小
川
が
流
れ
る
心
地
良
い

竹
林
の
庭
園
。「
店
が
な

く
な
る
の
は
惜
し
い
」
と

の
声
は
多
く
、
店
舗
を
新

た
に
活
用
し
て
く
れ
る
事

業
者
を
求
め
て
い
る
。

　

井
中
居
は
24
年
前
に
、

黒
茶
屋
、
燈
々
庵
（
あ
き

る
野
市
小
川
）
の
姉
妹
店

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

店
内
は
重
厚
な
大
黒
柱
を

は
じ
め
、
絵
で
装
飾
し
た

江
戸
時
代
の
板
戸
、
ガ
ラ

ス
の
障
子
戸
な
ど
伝
統
的

な
和
の
イ
ン
テ
リ
ア
で
空

間
が
構
成
さ
れ
、「
静
か

な
井
戸
の
中
の
よ
う
な
居

心
地
」
を
感
じ
る
こ
と
か

ら
店
名
に
な
っ
た
。
運
ば

れ
る
会
席
料
理
は
季
節
の

恵
み
を
生
か
し
、
一
流
の

料
理
人
が
腕
を
振
る
っ
た

味
ば
か
り
。
器
や
盛
り
付

け
は
趣
向
を
凝
ら
し
、
目

で
も
存
分
に
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。

　

同
店
で
は
３
カ
月
前
か

ら
昼
だ
け
の
営
業
に
す
る

な
ど
閉
店
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
が
、
客
足

は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
並
ぶ

ほ
ど
。
隣
の

市
か
ら
訪
れ
、

4
月
の
料
理

「
有う
ら
く楽
」
を
楽

し
ん
だ
女
性
は

「
ど
の
料
理
も

美
し
く
、
お
い

し
か
っ
た
。
何

よ
り
お
も
て
な

し
の
心
が
う
れ

し
い
。
な
く
な

る
の
は
さ
み
し

い
」
と
話
し
て

い
た
。

　

新
た
な
活
用
に
興
味
と

意
欲
が
あ
り
、
相
談
し
た

い
と
い
う
事
業
者
は
井

中
居
０
４
２
８
（
３
０
）

１
６
６
１
ま
で
。

　

黒
茶
屋

（
あ
き
る
野

市
小
中
野
、

高
水
謙
二

社
長
）
が

運
営
す
る

「
か
い
せ
き

井い
ち
ゅ
う
き
ょ

中
居
」（
青

梅
市
藤
橋
）

が
6
月
15
日

で
閉
店
し

た
。
１
０
０

余
年
の
時
を

経
た
落
ち
着

い
た
建
物
、

井中居  6 月 15 日で閉店   店舗活用へ借手求む
落ち着く空間　季節の料理
とおもてなし　惜しむ声


